
 

東中学校 

 

１ 教育目標 

２ めざす生徒像 

３ 経営の重点と具体的な取り組み 

４ 研究に関すること 

５ 特色ある学校行事 

めざす学校像「活力にあふれ、誇りと規律ある学校」 

・元気に挨拶を交わし合い、授業や部活動、環境美化に生き生きと取り組む学校 

・正しく生きる力を育て、生徒が、保護者が、教職員が誇りに思う学校 

・自ら学び考え、学校に、家庭に、郷土に、自分に誇りを持つ生徒を育てる学校 

・集団生活のルールを守り、切磋琢磨し合って伸びる生徒集団が作られる学校 

・礼儀作法を身につけ、社会に通用する生徒を育てる学校 

【本年度の教育目標】 

 ○高い志を持ち、その実現をめざし挑戦し続けることのできる、心身ともにたくましい生徒の育成 

 ○主体的に学ぶ意志・態度・能力を身につけた生徒の育成 

自学（進んで学ぶことのできる生徒） 

自主（自分で考えて行動できる生徒） 

共生（みんなで協力し行動できる生徒） 

経 営 の 重 点 具 体 的 な 取 り 組 み 

○協同的な学び合いを推

進し、主体的に学ぶ生

徒の育成と学力の向上

を図る 

【本校独自の学習指導方法の確立】 

・新スクラム教育（中高連携）による英語教育をとおした中高連携の推進 

・協同的な学び合いを生かした授業づくりの共通理解と実践（指導力向上を図る職員研修の充実） 

・学力の定着と自学に向けた取組の推進 

（「自学のすすめ」、学習評価カード、家庭学習の習慣化等） 

・授業五則の徹底と読書活動の推進 

・社会で活躍する方々、地域の方とのふれあい等によるチャレンジ精神の育成 

・社会体験活動や進路教育を通したキャリア教育の推進 

・小中高連携による学力向上へ向けた取組 

○「心の教育」を推進

し、豊かな人間性を育

成する 

・あいさつ運動の展開（教職員の率先垂範、学友会の取組）による好ましい人間関係の育成 

・清掃・環境整備をとおした勤労意欲の向上 

・社会に通用する礼儀作法を身につけた生徒の育成 

・道徳、特別活動などの年間指導計画に基づく指導の充実 

・生徒の実態をふまえた人権同和教育の推進 

・生徒同士、生徒と教職員の好ましい人間関係の確立 

・不登校生徒への早期対応と未然防止に向けた取組 

○学友会・学級活動・部活

動等の充実を図り、健全

でたくましい生徒の育成

に努める 

・学友会・学級活動の充実による自治力のある生徒集団の育成 

・教員の適切な指導のもと、活力と工夫のある部活動の充実 

・安全教育の充実による、事故の未然防止、適切な対応ができる生徒の育成 

○家庭・地域と連携した

開かれた学校づくりに

努める 

・基本的生活習慣と学習習慣の定着を促す取組の推進 

・地域ボランティアの積極的な受け入れなど、地域の教育力の活用 

・登下校の指導、災害への対応など、健康安全教育の充実 

・教育情報の積極的な提供など、開かれた学校づくりの推進 

・定期的な学校便り・学年便りの発行、ウェブページの更新など継続的な情報発信の推進 

 

○人権同和教育強調期間 6、7月 約２週間学友会が中心となり取り組む人権学習 

○全校合唱 ７月、12月、３月 全校生徒の歌声が体育館に響きわたる 

○学友会・応援団活動 通年 学校行事における企画・運営 

 

○研究主題 「協同的な学び合いを取り入れ、自ら思考し、相手と伝え合い、共に高まることを喜びとする主体的学習者の育成」 

      ～言語活動の質を高める授業改善～ 

○研究指定等 

 平成26～28年度 鳥取発（教科でつながるスクラム事業）（東中、河北中、東高） （鳥取県教育委員会） 

 平成27・28年度 教育課程研究指定校事業（外国語） （文部科学省指定） 

躍進 


